
















1.妊婦の喫煙及び受動喫煙に関する臨床的研究 

妊婦の喫煙は胎児発育障害をはじめとする周産期異常を増加させることが知られている。

しかしながら,受動喫煙の影響は余り明確でない。そこで本研究は妊婦の喫煙あるいは受動

喫煙(Pas-sive Smoking:PS)の実態及びそれらの母児に及ぼす影響を検討した。これまでの

類似の調査がその喫煙被爆の程度,期間に関する項目を妊婦の自己申告にのみ頼っている

現状は一つの反省点である。一般に,自己喫煙に関してはそれを隠そうとするケースは別に

して,その喫煙本数,期間を調査することである程度具体的なパラメーターを設定しうるの

に反し,受動喫煙については何ら有効な指標はない。 

そこで,我々は本調査を始めるにあたり,喫煙被爆を表す客観的なパラメーターとして,煙

草の主成分の一つであるニコチンの代謝産物,コチニンに着目し,これまでの本課題に関す

る検討を行った。 

まず,研究初年度は主に本測定系の確立に関する基礎的検討を中心に,又,昨年度には母体

尿,血液,新生児尿,臍帯血及び羊水の各コンパートメントでのコチニン濃度を測定する一

方で,妊婦を対象に喫煙或いは受動喫煙に関するアンケート調査を施行し,喫煙被爆の実態

の一部を解析し報告してきた。本年度はこうした一連の成績に,さらに母乳に関する検討成

績を加えて最終報告としたい。 


